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ボランティア体験談 

当初、必要に駆られて始めたことが、地域デビューがボランティアの始まりだった。 

現在主になっている⼤阪狭⼭キジムナーの会の活動（表現倶楽部うどぃ、さやま未来プラン

ナーの活動サポート）は、地域に住む⼦どもたちが、10 代の⼀番キラキラしている時代を後

悔しないように過ごしてほしいと⾔う思いからであった。なぜなら、⾃分がその年代、⾃分を持

たず、⾃分のことは⾃分で決める⼒がなかったから。サポート活動を⾏っているうちに過去の

⾃分を否定する⾃分がいなくなり、ボランティアを通して⾃⼰受容を⾼めることとなった。 

ボランティア活動は、誰かのお役に⽴つだけではなく、その活動を通して⾃分に沢⼭の気づき

と変化をくれるものであった。 

今後も活動を通して、⾃分に役割があることに感謝し、地域に恩返しをしていきたいと思って

いる。 


